
8月1日号 2009 No.111
■人口人口と世帯世帯（7月1日現在現在） 
　人口　人口 211,531人（男105,721人・女105,810人） 
　世帯数　世帯数 79,557戸 

７月19日、市指定史跡天幕城趾外堀跡に白やピンクの中国蓮
が一斉に咲きそろう中、「天幕城趾あかぼり蓮園まつり」が
開催されました。訪れた大勢の皆さんは、凛と咲く大輪の花々
に見とれながら、園内の散策を楽しんでいました。 
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縡 花型ラップ寿司 

縒 つくねとカボチャの串焼き  

縱 野菜スープ 

縟 牛乳フルーツかん 

 

材料（4人分） 

Aで合わせ酢を作る。 
ご飯に笊といりごまを混ぜ合わせ、すし飯を作る。  
ニンジンは薄い輪切りにして花型で８枚抜き、Bで柔らかくなるまで煮る。 
ニンジンの残りを細かく切り、汁を切ったツナとCを加えて、汁気がなくなるまで煮
て笆に混ぜ合わせる。 
サヤエンドウは筋を取り、塩ゆでをして長めの斜め切りにする。 
卵とDを混ぜて、弱火ではしを４・５本使ってかき回しながら、そぼろを作る。 
笳～笞をそれぞれ８等分し、すし飯は軽く丸めておく。 
ラップを15cmの長さに切り、ラップの真ん中にニンジン、卵、サヤエンドウ、すし飯
の順に置き、ラップでくるみしっかり絞る。 
ニンジンが上になるようにお皿に盛り付ける。　 

笊 
笆 
笳 
笘 
 
笙 
笞 
笵 
笨 
 
笶 

作り方 

８月は親と子の食育メニュー 

（1人分：
330kca

l） 

親子で一緒に作れる、見た目もか
わいいメニューです。暑さに負け
ないよう、楽しく作ってしっかり
食べましょう。 

���

ご飯 ･･････500g（米････1.5合） 
いりごま ･･･････････大さじ1強 
　　酢 ･････････････大さじ3弱 
　　砂糖 ･･･････････小さじ2弱 
　　塩 ････････････小さじ2/5 
ニンジン ････････････････60g 
　　砂糖 ･･･････小さじ1と1/2 
　　水 ･････････････････80cc 
　　塩 ･･････････････････少  々

ツナの缶詰 ･･････････････40g 
　　砂糖 ･･････････小さじ1強 
　　水 ････････････････60cc 
　　しょうゆ ･････････小さじ2 
サヤエンドウ ･････････････8枚 
卵 ･･････････････････････2個 
　　砂糖 ･････････････小さじ2 
　　塩 ･･････････････････少  々B

A

D

C

小ぶりの茶碗などにラップを敷いて、
具材・すし飯を入れて作るときれい
に仕上がります 

※縒～縟の材料と作り方は、市ホームページをご覧ください 

編 

集 

記 

後 

先月、磯町の小菊の里
で行われた菊の植え付け
作業に、ボランティアと
して参加しました。
約2万株の玉菊の株

は、毎年手作業で植え付
けられています。私は今
まで、植えてある菊を秋
になったら、丸い形に刈
り込みをするのだとばか
り思っていました。
小菊の里では、5月の

芽挿しに始まり、秋まで
に鉢詰め・鉢上げなどの
作業が順次行われます。
次回以降の作業にも、暑
さに負けず参加するつも
りです。 （あ）

JR
両
毛
線
 

スマーク伊勢崎 

市文化会館 

郵便局 

上
武
国
道
 はちす権現山 

県道
桐生
伊勢
崎線
 

豊城町 

はちす権現山のアカマツ林とヤマユリ

本市のほぼ中心に、こんもりとした緑の山
があります。貴重な自然が残る数少ない里山
に、初夏にはヤマユリが咲き、すてきなアク
セントが加えられます。野鳥の声を聴きなが
らアカマツ林を歩く、地元の人のウオーキン
グコースとしても親しまれています。

▲小さな山に魅力がいっぱい　



地
球
温
暖
化
対
策
に
協
力
で
き
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上
に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
電
意
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が
高
ま
っ
た
 

 

橋
本
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さ
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今
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二
丁
目
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設
置
し
た
き
っ
か
け

家
を
建
て
る
の
に
合
わ
せ
て
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ
う
と
考

え
た
の
は
、
国
か
ら
補
助
金
が
出
る
と

い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
そ
こ
で
興
味
を
持
っ
て
い
ろ
い

ろ
と
調
べ
る
う
ち
に
、
太
陽
光
発
電
が

環
境
に
も
、
家
計
に
も
優
し
い
こ
と
が

分
か
り
、
設
置
を
決
め
ま
し
た
。

利
用
し
て
み
て

太
陽
光
発
電
の
な
い
家
に
住
ん
で
い

た
こ
ろ
よ
り
も
、
電
気
代
は
安
く
な
り

ま
し
た
。
雨
や
雲
の
厚
い
日
な
ど
に
は

あ
ま
り
発
電
で
き
ま
せ
ん
が
、
晴
れ
の

日
が
多
い
月
で
は
、
電
気
代
が
か
か
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
使
い
始
め

て
か
ら
ま
だ
数
か
月
し
か
た
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
市
内
は
冬
に
晴
れ
の
日
が
多

い
の
で
今
か
ら
冬
の
発
電
量
を
見
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

高
ま
る
節
電
意
識

家
の
中

の
電
力
モ

ニ
タ
ー
を

見
る
と
、

現
在
の
発

電
量
や
、過

去
の
デ
ー

タ
が
ひ
と

目
で
分
か

り
ま
す
。

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
の
状
態
で
現
在
、
電

気
を
売
っ
て
い
る
の
か
、
買
っ
て
い
る

の
か
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

自
然
と
節
電
を
心
が
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

電
気
代
を
減
ら
し
な
が
ら
、
地
球
温

暖
化
対
策
に
協
力
で
き
る
こ
と
は
、
と

て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

地
球
が
受
け
る
太
陽
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
は
、
わ
ず
か
１
時
間
で
、
世
界
が
１
年

間
に
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
に
相
当
す

る
ほ
ど
膨
大
な
量
で
す
。
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
る
太
陽
光
は
、
21
世
紀
の
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
世
界
中

で
利
用
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

群
馬
県
の
日
照
時
間
は
、
全
国
的
に
見

て
も
長
く
、
太
陽
光
発
電
に
適
し
て
い
る

地
域
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
の
中
で
も

本
市
の
気
候
は
、
比
較
的
温
暖
で
雨
の
日

が
少
な
く
、
日
照
時
間
が
長
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

太陽光発電　あなたの家も発電所に

▲ 屋根に設置された太陽光発電モジュール

今日の豊かで便利な暮らしは、多くのエネルギーや資源の消費に
よって支えられています。しかし、石油などの化石燃料に依存した
私たちの生活は、地球温暖化や深刻な環境問題を引き起こし、将来
にわたり地球環境に大きな影響を及ぼすと考えられています。
今、太陽光・風力・地熱発電などの自然エネルギーが、二酸化炭

素を排出せず自然の力を繰り返し利用できることから、再生可能エ
ネルギーと呼ばれ世界中で注目を浴びています。中でも太陽光発電
は、一般家庭でも導入しやすい再生可能エネルギーとして、多くの
期待が寄せられています。
問い合わせ 環境保全課（茂呂クリーンセンター内、蕁20－3457）

太
陽
光
の
持
つ
力

長
い
日
照
時
間

直流側開閉器 

太陽光発電モジュール 

交流側開閉器 

住宅用分電盤 

電力量計 

売
電
用
 

買
電
用
 

商
用
系
統
 

太陽光発電システムイメージ図 

太陽光のエネルギーを吸収して電気

に変える太陽電池を使った発電を、太

陽光発電と呼びます。

太陽光発電は、発電時に地球温暖化

の原因となる二酸化炭素を発生させな

い地球温暖化に配慮した発電システム

です。発電しても使わなかった余剰電

力は、電力会社に売ることもできます。

▲電力モニタ－

本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た

め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設

置
す
る
人
を
対
象
に
、
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
９
月
１
日
（
火
）
か
ら
平
成

22
年
２
月
15
日
（
月
）
ま
で

※
期
間
中
で
も
予
定
金
額
に
達
し
た
場
合

は
受
付
を
終
了
し
ま
す

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
自
分
が
居
住
す
る
、
ま
た
は
、
居
住
す

る
予
定
の
市
内
の
住
宅
に
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人

●
自
分
が
居
住
す
る
た
め
に
、
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
て
い
る
市
内
の

住
宅
（
建
て
売
り
住
宅
）
を
購
入
す
る
人

※
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
店
舗
併
用
住

宅
も
対
象
と
な
り
ま
す

補
助
金
額
　
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
６
万

円
（
上
限
24
万
円
）

申
し
込
み

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
設
置
工
事
着
工
前
（
住
宅
を
購
入
す

る
場
合
、
購
入
契
約
前
）
に
必
要
書
類
を

添
え
て
直
接
環
境
保
全
課
へ

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
申
請
書
は
環
境
保
全
課
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す

※
申
請
は
、
本
人
ま
た
は
、
そ
の
同
居
家

族
に
限
り
ま
す
。
法
人
・
代
理
人
に
よ
る

申
請
は
受
け
付
け
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
蕁

（20）
３
４

５
７
）

●
国
の
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す

別
途
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
温
暖
化

防
止
ぐ
ん
ま
県
民
会
議
（
蕁
０
２
７
―
２

３
７
―
１
１
０
３
）
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いせさき七夕まつり2009

6月に選ばれたミスひまわり2009の皆さんが、「いせさき七夕まつり」に参加。伊勢崎絣の着物
を身にまとい、本町通りに飾り付けられた七夕飾りを審査して回った彼女たち。大勢の来場者の注
目を集めていた、ひまわりのような明るい笑顔の3人に、これから1年間の抱負などを聞きました。

猪熊かおりさんは、「夢だったミスひま
わりになれて幸せ。1月の上州焼き饅

まん

祭
さい

で
巫
み

女
こ

姿になって、大きな焼きまんじゅうに
みそだれを塗るのが面白そう」だといいま
す。大石ひとみさんは、｢いせさきまつり
で、みこしの上に乗ってみたい。持ち前の
積極性と行動力で頑張ります｣と話してく
れました。中川宏美さんからは「警察の制
服で、交通安全パレードに参加するのが楽
しみ。一番年上の私が引っ張っていきます」
と頼もしい言葉。観光大使となった彼女た
ちの活躍に期待が膨らみます。

▲ 楽しい願い事に笑顔がこぼれる▲ 願いを短冊に込めて▲ 仲良くおまつり散策▲ 見事に飾られた七夕飾り

▲ 猪熊かおりさん（左）・大石ひとみさん
（中央）・中川宏美さん（右）

ダンピア流しが、七夕飾りの下で元気よく繰り広
げられました。軽快な音楽と勢いあるダンスが、

まつりを盛り上げました。

いせさき明治館では、押し花絵「渋沢多美と仲間
たち」が開催されました。会場では、押し花絵

の無料体験も行われました。

にぎわい広場では、吹
奏楽の演奏（写真上）

やフェイスペイント（写
真右）、白バイ体験、ボク
シング体験など、さまざ
まな催しが行われました。

5

7月18日・19日、本町通り周辺は、今年もきらびやかな七夕飾りで彩られました。商店・保育
所・幼稚園・小学校などの皆さんが作った、特大の大玉飾りや色とりどりの竹飾りは、暑い伊勢崎
の夏を華やかに演出。たくさんの家族連れや浴衣姿の皆さんでにぎわいました。

七夕飾りを審査して回った3人 ▼
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本
市
で
は
、
平
成
22
年
4
月
採

用
の
市
職
員
採
用
試
験
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

試
験
区
分
は
、
事
務
Ⅱ
・
社
会

福
祉
士
・
幼
稚
園
教
諭
・
消
防
職

Ⅰ
・
消
防
職
Ⅱ
で
す
。

問
い
合
わ
せ
（
担
当
課
）

●
事
務
Ⅱ
・
社
会
福
祉
士
＝
職
員

課
（
内
線
５
３
１
８
）

●
幼
稚
園
教
諭
＝
学
校
教
育
課（
内

線
２
４
１
０
）

●
消
防
職
Ⅰ
・
消
防
職
Ⅱ
＝
消
防

本
部
総
務
課
（
蕁
（25）
３
５
１
１
）

情報ワイド 伊勢崎市役所　蕁0270－24－5111

市
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
（
第
２
次
募
集
）

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
に
よ
る
事

業
の
事
後
評
価
な
ど
が
適
切
に
行

わ
れ
た
こ
と
を
、
中
立
・
公
正
な

立
場
で
審
議
す
る
た
め
、
５
人
の

委
員
の
う
ち
１
人
を
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
（
内

線
５
４
６
３
）

任
期

10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

９
月
30
日
ま
で
の
２
年
間

対
象

市
内
に
１
年
以
上
在
住
し

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
評
価
委
員
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

て
い
る
４
月
１
日
現
在
で
20
歳
以

上
の
人

募
集
人
員

１
人

※
委
員
会
は
年
数
回
、
平
日
の
午

後
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す

※
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん

申
込
書
に
必
要
事
項
・
応
募
理

由
（
２
０
０
字
程
度
）
を
記
入
し
、

直
接
ま
た
は
封
書
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
企
画
調
整
課
へ
。

※
申
込
書
は
企
画
調
整
課
・
各
支

所
庶
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す

あ
て
先

〒
３
７
２
―
８
５
０
１

今
泉
町
二
丁
目
４
１
０
　
市
役
所

企
画
調
整
課

フ
ァ
ク
ス
番
号

（23）
９
８
０
０

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kika
ku
@

city.isesaki.lg.jp

締
切
日

８
月
31
日
（
月
）
必
着

※
申
込
書
の
内
容
を
基
に
選
考
し
、

結
果
は
申
し
込
ん
だ
人
全
員
に
書

面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

募
集
内
容

申
し
込
み

●
新
し
い
保
険
証
を
普
通
郵
便
で

送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
保

険
証
）
は
、
昨
年
ま
で
配
達
記
録

郵
便
で
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、

10
月
か
ら
使
え
る
新
し
い
保
険
証

は
、
普
通
郵
便
で
送
付
し
ま
す
。

※
新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
中
旬

以
降
に
発
送
す
る
予
定
で
す

●
希
望
者
に
は
簡
易
書
留
で
送
付

し
ま
す

普
通
郵
便
は
郵
便
受
け
に
配
達

さ
れ
ま
す
が
、
簡
易
書
留
は
郵
便

国
民
健
康
保
険

希
望
者
に
は
簡
易
書
留
で
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

局
の
職
員
か
ら
直
接
手
渡
し
で
配

達
さ
れ
る
の
で
、
確
実
に
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
で
受
け
取
れ
な
か
っ
た
場

合
は
、
郵
便
受
け
に
不
在
連
絡
票

が
入
れ
ら
れ
ま
す
。
希
望
す
る
日

時
を
郵
便
局
に
連
絡
す
る
と
、
後

日
再
配
達
さ
れ
ま
す
。

※
受
け
取
り
が
な
い
場
合
は
、
郵

便
局
で
一
定
期
間
保
管
し
た
後
、

国
民
健
康
保
険
課
に
戻
さ
れ
ま
す

●
簡
易
書
留
の
申
し
込
み

簡
易
書
留
で
の
送
付
を
希
望
す

伊
勢
崎
市
民
病
院
職
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
病
院
で
は
、
平
成
22
年
４

月
採
用
の
職
員
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人

数
・
受
験
資
格
は
、
左
下
表
の
と

お
り
で
す
。

試
験
日

●
１
次
試
験
＝
９
月
12
日
（
土
）

●
２
次
試
験
＝
10
月
８
日
（
木
）

試
験
内
容

●
１
次
試
験
＝
専
門
試
験
・
小
論

文●
２
次
試
験
＝
面
接

問
い
合
わ
せ

市
民
病
院
企
画
財

政
課
（
蕁
（25）
５
０
２
２
）

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

市
民
病
院
企
画
財
政
課
に
本
人
ま

た
は
代
理
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※
郵
送
な
ど
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん

※
試
験
案
内
・
申
込
書
は
、
市
民

病
院
企
画
財
政
課
（
市
民
病
院
本

館
２
階
）
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す

期
間

８
月
３
日
（
月
）
か
ら
31

日
（
月
）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

申
し
込
み

試験区分 採用予定人数 受験資格 

※市職員採用試験に申し込んだ人は受験できません 

30人程度 看護員 
（助産師・看護師） 

昭和45年4月2日以降に生まれ
た人で、免許を有する人または
採用時までに取得見込みの人 

1人 社会福祉士 
昭和60年4月2日以降に生まれ
た人で、資格を有する人または
採用時までに取得見込みの人 

1人 介護福祉士 
昭和56年4月2日以降に生まれ
た人で、資格を有する人または
採用時までに取得見込みの人 

募集一覧 

私たちの仲間になりませんか

●
１
次
試
験
＝
９
月
20
日
（
日
）

●
２
次
試
験
＝
10
月
中
旬
（
消
防

職
Ⅰ
・
消
防
職
Ⅱ
は
11
月
上
旬
）

試
験
案
内
・
申
込
書
は
下
記
交

付
期
間
に
下
表
の
交
付
窓
口
で
交

付
し
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
に
受
験
す
る
試
験
区
分
を
朱

書
き
し
、
１
２
０
円
分
の
切
手
を

は
っ
た
返
信
用
の
封
筒
（
Ａ
４
版

の
用
紙
が
入
る
大
き
さ
）
を
同
封

し
て
、
各
担
当
課
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

交
付
期
間

●
事
務
Ⅱ
・
社
会
福
祉
士
・
幼
稚

園
教
諭
＝
８
月
３
日
（
月
）
か
ら

14
日
（
金
）
ま
で

●
消
防
職
Ⅰ
・
消
防
職
Ⅱ
＝
８
月

３
日
（
月
）
か
ら
21
日
（
金
）
ま

で
申
込
書
は
、
原
則
と
し
て
受
験

者
本
人
が
各
担
当
課
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
持
参
で
き
な
い
場
合

は
、
代
理
人
ま
た
は
郵
送
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

申
込
期
間
・
あ
て
先

●
事
務
Ⅱ
・
社
会
福
祉
士
・
幼
稚

教
諭
＝
８
月
７
日
（
金
）
か
ら
14

日
（
金
）
ま
で
・
〒
３
７
２
―
８

５
０
１
　
今
泉
町
二
丁
目
４
１
０

市
役
所
職
員
課
ま
た
は
学
校
教
育

課●
消
防
職
Ⅰ
・
消
防
職
Ⅱ
＝
８
月

７
日
（
金
）
か
ら
21
日
（
金
）
ま

で
・
〒
３
７
２
―
０
０
３
１
　
今

泉
町
二
丁
目
８
９
５
　
消
防
本
部

総
務
課

試
験
日

試
験
案
内
・
申
込
書
の
交
付

申
し
込
み

試験区分 
募集 
人数 
 

受験資格 
１次試験 

年　齢 学歴・資格 

消防職Ⅰ 

消防職Ⅱ 

事務Ⅱ 

社会福祉士 

幼稚園教諭 

2人 

2人 

2人 

2人 

2人 

昭和62年4月2日から
平成4年4月1日まで
に生まれた人 

昭和56年4月2日から
昭和63年4月1日まで
に生まれた人 

昭和55年4月2日から
平成2年4月１日まで
に生まれた人 

昭和56年4月2日から
昭和63年4月1日まで
に生まれた人 

昭和62年4月2日から
平成4年4月1日まで
に生まれた人 

大卒・大卒見込みの人は応
募できません 

幼稚園教諭普通免許状を有
する人または採用時までに
取得見込みの人 

学歴は問いません 

大卒・大卒見込みの人は応
募できません 

高卒程度の教養試験・
適性検査 

社会福祉概論・社会学
概論および心理学概論
適性検査 

短大卒程度の専門試験・
実技試験・作文・適性
検査 

大卒程度の教養試験・ 
適性検査・体力測定 

高卒程度の教養試験・
適性検査・体力測定 

交付窓口 

消防本部 
総務課 
 

募集一覧 

※本年度の第1次募集を受験した人および市民病院職員採用試験に応募した人は受験できません 

社会福祉士及び介護福祉士
法に基づく、社会福祉士の
資格を有する人または採用
時までに取得見込みの人 

学校教育課・ 
各支所住民課 

・ 

職員課・ 
各支所庶務課 

蜷

消
防
職

蜻

幼
稚
園
教
諭

る
人
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
８
月
31
日
（
月
）
ま
で

に
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支

所
住
民
課
に
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い

※
申
し
込
み
の
際
は
、
住
所
・
世

帯
主
の
氏
名
・
電
話
番
号
・
保
険

証
の
記
号
番
号
を
確
認
し
ま
す
の

で
、
現
在
使
っ
て
い
る
保
険
証
を

ご
用
意
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

国
民
健
康
保
険
課

（
内
線
５
１
３
１
）
ま
た
は
各
支

所
住
民
課



自
治
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
発

展
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
西
久

保
町
一
丁
目
区
で
は
、
自
治
宝
く

じ
の
助
成
で
、
会
議
所
に
エ
ア
コ

ン
や
倉
庫
を
設
置
し
、
太
鼓
や
笛

な
ど
、
お
祭
り
の
備
品
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
に

は
、
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と

め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
前
納

制
度
が
あ
り
ま
す
。
６
か
月
分
の

保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
現
金
の

場
合
は
７
１
０
円
の
割
り
引
き
、

口
座
振
替
の
場
合
は
１
０
０
０
円

の
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。

現
金
で
前
納
す
る
場
合
は
、
納

付
書
で
11
月
２
日
（
月
）
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
で

前
納
す
る
場
合
は
、８
月
31
日（
月
）

ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は
社
会
保

険
事
務
所
へ
申
し
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
出
に
は
、
預
貯
金
通

帳
・
預
貯
金
通
帳
届
印
・
基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の
（
年
金
手

帳
・
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
な

ど
）
が
必
要
で
す
。

な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期

間
中
に
、
厚
生
年
金
に
加
入
す
る

な
ど
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
そ

れ
以
降
の
期
間
の
保
険
料
は
還
付

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

前
橋
社
会
保
険
事

務
所
（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１

７
０
６
）

期
日

10
月
25
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

高
崎
経
済
大
学（
高
崎
市
）

受
験
料

８
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
を
含
み
ま
す
）

申
し
込
み

８
月
３
日
（
月
）
か

ら
28
日
（
金
）
ま
で
に
直
接
下
水

道
管
理
課
へ

※
申
込
書
は
８
月
３
日
（
月
）
か

ら
21
日
（
金
）
ま
で
下
水
道
管
理

課
で
配
布
し
て
い
ま
す

難
病
患
者
見
舞
金
を
受
給
し
て

い
る
人
は
、
受
給
資
格
の
確
認
の

た
め
、
７
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
た

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
本
年
度

の
見
舞
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

受
付
期
間
・
時
間
・
会
場
な
ど

の
詳
細
は
、
同
封
の
通
知
文
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

期
日

９
月
３
日
か
ら
10
月
１
日

ま
で
の
木
曜
日
（
全
５
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
11
時

会
場

あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン
ド

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定
員

30
人
（
抽
選
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み

８
月
27
日
（
木
）
午

前
10
時
か
ら
10
時
30
分
ま
で
に
本

人
か
家
族
が
直
接
あ
ず
ま
公
民
館
へ

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
そ
の
場

で
抽
選
を
行
い
ま
す

期
日
・
会
場

９
月
13
日
（
日
）

＝
市
民
体
育
館
、
20
日
（
日
）
＝

第
二
市
民
体
育
館

時
間

午
前
９
時
開
始

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上
の
人
で
編
成
し

た
、
本
年
度
登
録
チ
ー
ム

参
加
料

３
０
０
０
円

※
代
表
者
会
議
の
と
き
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い

●
代
表
者
会
議

期
日

９
月
２
日
（
水
）

時
間

午
後
７
時

会
場

市
民
体
育
館

申
し
込
み

８
月
28
日
（
金
）
ま

で
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市

民
体
育
館
内
）
へ

11
月
１
日
（
日
）
に
ボ
ウ
ル
ジ

ャ
ン
ボ
前
橋
（
前
橋
市
）
で
開
か

れ
る
県
民
体
育
大
会
ボ
ウ
リ
ン
グ

競
技
の
選
手
選
考
会
で
す
。
12
ゲ
ー

ム
ト
ー
タ
ル
の
成
績
で
、
正
選
手

男
子
３
人
・
女
子
２
人
、
補
欠
男

女
各
１
人
を
決
定
し
ま
す
。

期
日

９
月
１
日
（
火
）
・
８
日

（
火
）

時
間

午
後
８
時
開
始

会
場

伊
勢
崎
イ
モ
ン
ボ
ウ
ル（
柳

原
町
）

対
象

市
内
に
在
住
の
人

参
加
料

２
４
０
０
円

申
し
込
み

９
月
１
日
（
火
）
ま

で
に
伊
勢
崎
イ
モ
ン
ボ
ウ
ル
（
蕁

（26）
１
２
２
５
）
ま
た
は
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
（
市
民
体
育
館
内
）
へ

期
日

９
月
13
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

絣
の
郷

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

※
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま

す参
加
料

５
０
０
円

※
当
日
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い申
し
込
み

８
月
31
日
（
月
）
ま

で
に
伊
勢
崎
地
区
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

連
絡
協
議
会
事
務
局
の
三
ツ
松
さ

ん
（
蕁
（25）
０
４
２
６
）
ま
た
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課（
市
民
体
育
館
内
）

へ期
日

８
月
16
日
（
日
）

時
間

午
前
６
時
集
合

会
場

市
陸
上
競
技
場

※
雨
天
の
場
合
は
市
民
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
の
人

参
加
料

無
料

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
配
布

し
ま
す

申
し
込
み

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

市
体
育
協
会
（
蕁

（23）
４
３
１
６
）
へ

期
日

９
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で

の
木
曜
日
（
全
４
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

第
二
市
民
体
育
館

対
象

市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
初
心
者
　

定
員

30
人
（
先
着
順
）

内
容

基
本
か
ら
応
用
ま
で

参
加
料

無
料

申
し
込
み

８
月
19
日
（
水
）
か

ら
26
日
（
水
）
ま
で
に
直
接
市
民

体
育
館
へ

期
日

９
月
26
日
か
ら
10
月
10
日

ま
で
の
土
曜
日
（
全
３
回
）

時
間

午
後
３
時
〜
５
時

会
場

境
采
女
公
民
館

対
象

４
歳
か
ら
お
お
む
ね
60
歳

ま
で
の
人

定
員

30
人
（
先
着
順
）

講
師

塩
谷
喜
一
さ
ん

参
加
料

無
料

申
し
込
み

８
月
24
日
（
月
）
午

前
９
時
か
ら
境
采
女
公
民
館
へ
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●伊勢崎市役所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁24－5111 

●赤堀支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁62－1151 

●あずま支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁62－1311 

●境支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁74－1111 

開庁時間　午前8時30分～午後5時15分 

●火災情報案内（24時間） ・・・・蕁0180－99－2999

ISESAKI  INFORMATION

掲示板 

お
知
ら
せ

下
水
道
管
理
課
（
内
線
２
３
３
２
）

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

障
害
福
祉
課
（
内
線
５
２
５
２
）

難
病
患
者
見
舞
金
の

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

年
金
医
療
課
（
内
線
５
２
１
５
）

国
民
年
金
保
険
料
を

前
納
で
き
ま
す

行
政
課
（
内
線
２
３
２
３
）

自
治
宝
く
じ
の
助
成
金
で

お
祭
り
の
道
具
な
ど
を
整
備

ス
ポ
ー
ツ

期間 9月7日（月）から11日（金）まで
（全5回）
時間 午前8時30分～午後5時30分
会場 消防本部
対象 次の条件をすべて満たす人
●市内に在住の18歳からおおむね60歳まで
の人で普通救命講習（3時間）を受講した人
●受講後に普通救命講習の指導に協力できる
人
※高校生は除きます

定員 10人（先着順）
参加料 無料
申し込み・問い合わせ
電話で消防本部警防課（蕁25－3916）
※土・日曜日は除きます

秋
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

市
夏
季
ラ
ジ
オ
体
操
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
蕁
（30）
１
３
０
２
）

県
民
体
育
大
会
秋
季
大
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
選
手
選
考
会

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

あ
ず
ま
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
蕁
（62）
７
２
７
１
）

ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
教
室

境
采
女
公
民
館
（
蕁
（76）
０
０
１
３
）

赤堀歴史民俗資料館

収蔵資料の消毒のため
休館します

期間 9月19日（土）から24日（木）まで
問い合わせ
赤堀歴史民俗資料館（蕁63－0030）
※休館中は文化財保護課（蕁24－0966）

期日 9月5日（土）・6日（日）（全2回）
時間 午前10時～午後3時
会場 境プール・広瀬川
対象 市内に在住・在勤・在学の中学生以上の人
定員 20人（先着順）
内容 カヌーの基本・川下り
参加料 無料
申し込み・問い合わせ
8月7日（金）から31日（月）までに直接境運動施設管理
事務所（境公民館内、蕁74－1113）へ

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

市
民
体
育
館
（
蕁
（23）
７
０
１
５
）

公園多目的広場（グラウンド）
使用日程調整会議

10月から平成22年9月までの間に、宮子東公
園・宮子西公園・西部中央公園・広瀬公園のグラ
ウンドを使用する日程を調整する会議を行います。
期日 8月18日（火）
時間 午後6時30分開始
会場・問い合わせ いせさき市民のもり公園管理
事務所（蕁20－3333）



期
日

９
月
６
日
（
日
）
か
ら
７

日
（
月
）
ま
で
の
１
泊
２
日

時
間

午
前
７
時
30
分
絣
の
郷
出
発

行
き
先

磐
梯
高
原
と
芦
ノ
牧
温

泉
（
福
島
県
）

対
象

市
内
に
在
住
の
寡
婦

参
加
料

１
万
４
０
０
０
円

※
市
母
子
会
員
＝
１
万
２
０
０
０
円

※
バ
ス
代
・
宿
泊
料
・
保
険
料
を

含
み
ま
す

申
し
込
み

８
月
19
日
（
水
）
ま

で
に
参
加
料
を
添
え
て
社
会
福
祉

協
議
会
あ
ず
ま
支
所
へ

※
詳
し
く
は
、
市
母
子
会
長
の
大

沢
さ
ん
（
蕁
（24）
７
９
２
８
）

県
で
は
、
県
内
の
企
業
が
誇
る

技
術
を
募
集
し
、
審
査
の
上
、
１

社
１
技
術
企
業
と
し
て
選
定
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
に
選
定
さ
れ
た
技

術
に
替
わ
る
最
新
技
術
の
更
新
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

９
月
30
日
（
水
）
ま

で
に
中
部
行
政
事
務
所
へ

障
害
を
持
つ
人
と
そ
の
保
護
者

の
た
め
の
、
情
報
交
換
・
相
談
の

場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

期
日

８
月
18
日
（
火
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

会
場

渡
良
瀬
養
護
学
校
し
ろ
が

ね
分
校
（
前
橋
市
）

対
象

市
内
ま
た
は
玉
村
町
内
に

在
住
の
特
別
支
援
学
校
・
特
別
支

援
学
級
の
在
校
生
と
卒
業
後
３
年

以
内
の
人
お
よ
び
そ
の
保
護
者

申
し
込
み

前
日
ま
で
に
電
話
で

渡
良
瀬
養
護
学
校
し
ろ
が
ね
分
校

（
蕁
０
２
７
―
２
６
８
―
６
１
１

１
）
へ

期
日

①
＝
９
月
５
日
（
土
）

※
②
＝
10
月
下
旬
・
③
＝
11
月
下

旬
の
全
３
回
の
予
定
で
す

時
間

午
前
９
時

※
赤
堀
花
し
ょ
う
ぶ
園
集
合

会
場

大
沢
フ
ァ
ー
ム（
下
触
町
）

対
象

市
内
に
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

①
＝
ダ
イ
コ
ン
の
種
ま
き

②
＝
除
草
作
業
・
③
＝
収
穫
・
加

工
体
験

参
加
料

１
人
１
０
０
０
円

※
高
校
生
以
下
＝
１
人
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

８
月

10
日
（
月
）
か
ら
伊
勢
崎
地
区
農

業
指
導
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（25）
１
２
５

２
）
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10

募
集

社
会
福
祉
協
議
会
あ
ず
ま
支
所

（
蕁
（20）
２
６
６
６
）

市
母
子
会

寡
婦
旅
行
参
加
者
募
集

中
部
行
政
事
務
所

（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
２
７
６
５
）

も
の
づ
く
り
立
県
ぐ
ん
ま

１
社
１
技
術
企
業
募
集

催
し

障
害
福
祉
課
（
内
線
５
２
５
１
）

地
域
生
活
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

農
政
課
（
内
線
３
４
５
４
）

い
ろ
い
ろ
な
ダ
イ
コ
ン
の

種
ま
き
・
収
穫
・
加
工
体
験

期日・内容・講師
①9月8日・15日の火曜日＝日本語に親しもう・
岩崎正一さん
②10月1日・8日の木曜日＝足つぼマッサージ健
康法・宍田秀霞さん
③10月21日・28日の水曜日＝おとなの塗り絵・
菅沼早苗さん
④11月13日・27日の金曜日＝健康体操・相沢い
づみさん
時間
①・②＝午前9時30分～11時30分
③・④＝午後2時～4時
会場 あずま公民館
対象 市内に在住の人
※全8回の講座をすべて受講できる人を優先し
ます
定員 30人（先着順）
参加料 無料
※材料費などが別途必要です

申し込み・問い合わせ 8月31日（月）からあず
ま公民館（蕁62－0115）

往 信 

往復はがきの書き方 

伊
勢
崎
市
上
植
木
本
町
 

　
　
　
　
　
2
7
6
0
番
地
 

殖
蓮
公
民
館
 

「
ふ
れ
あ
い
熱
気
球
係
留
 

　
　
　
　
　
体
験
教
室
」
係
 

（往信 表） 

3 7 2 0 0 1 3

返信 伊
勢
崎
市
○
○
町
○
○
 

○
○
○
 
○
○
○
様
 

ふれあい熱気球係留 
体験教室 搭乗希望人数 

住所 
氏名 
電話番号 
体重　　kg 
年齢　　才 

住所 
氏名 
電話番号 
体重　　kg 
年齢　　才 

合計　○人 

（返信 表） （返信 裏） （往信 裏） 

応
募
者
（
代
表
者
）
の
 

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
 

名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
 

搭乗希望者の住所・氏名・電話・
体重・年齢をそれぞれ記入し、
代表者に○印をつけてください 

何も書かないで 
ください 

期日 9月27日（日）

時間 午前6時30分～9時30分

会場 殖蓮小学校

※荒天の場合は殖蓮公民館でバ

ルーンアートの体験を行います

定員 35組100人（抽選）

内容 熱気球で30ｍくらいの高さまで上がります

※車いすの人は介助者の同伴が必要です

講師 橋詰純一さん

参加料 １人1000円

※2歳から高校生までは１人500円

申し込み 往復はがきに下図のとおり必要事項を記入し、郵送し

てください

※重複での申し込みは無効です

締切日 8月25日（火）必着

問い合わせ 殖蓮公民館（蕁26－4560）

休日の漏水修繕などは、竜宮浄水場（蕁24ー1760）
または下記の水道指定工事店へ連絡してください。

8月15日（土）
8月16日（日）
8月22日（土）
8月23日（日）
8月29日（土）
8月30日（日）

豊鉄水工業
丸橋設備
栗原建設
津久井設備
中西工業
丸雄技研

蕁32－1526
蕁25－2412
蕁25－6720
蕁62－3006
蕁25－5900
蕁23－4645

●
編
み
物
教
室

期
日

９
月
３
日
・
10
日
・
17
日

の
木
曜
日
（
全
３
回
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場

名
和
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
女

性定
員

15
人
（
先
着
順
）

内
容

か
ぎ
針
を
使
っ
て
貝
殻
模

様
の
ベ
ス
ト
を
作
り
ま
す

講
師

小
沢
君
代
さ
ん

参
加
料

３
３
０
０
円
（
毛
糸
代
）

申
し
込
み

８
月
10
日
（
月
）
か

ら
参
加
料
を
添
え
て
名
和
公
民
館

へ●
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

期
日

９
月
３
日
・
10
日
・
24
日

の
木
曜
日
（
全
３
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

あ
ず
ま
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
の
１
歳
か
ら

３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員

15
組
（
先
着
順
）

内
容

読
み
聞
か
せ
・
大
き
な
絵

を
描
こ
う
・
運
動
会
ご
っ
こ
な
ど

講
師

横
山
由
美
子
さ
ん

参
加
料

１
０
０
円

申
し
込
み

８
月
20
日
（
木
）
午

前
10
時
か
ら
あ
ず
ま
公
民
館
へ

●
や
さ
し
い
英
会
話
教
室

期
日

９
月
11
日
か
ら
11
月
20
日

ま
で
の
金
曜
日
（
全
10
回
）

※
10
月
30
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

あ
ず
ま
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

講
師

ハ
イ
デ
ィ
ー
橋
本
さ
ん

参
加
料

無
料

申
し
込
み

８
月
21
日
（
金
）
か

ら
あ
ず
ま
公
民
館
へ

●
タ
イ
式
ヨ
ガ
・
ル
ー
シ
ー
ダ
ッ

ト
ン
教
室

期
日

８
月
23
日
か
ら
９
月
20
日

ま
で
の
日
曜
日
（
全
５
回
）

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30

分会
場

北
公
民
館

定
員

25
人
（
先
着
順
）

内
容

ヨ
ガ
・
太
極
拳
・
タ
イ
式

ス
ト
レ
ッ
チ
を
合
わ
せ
た
運
動
を

行
い
ま
す

講
師

佐
藤
綾
子
さ
ん

参
加
料

無
料

申
し
込
み

８
月
12
日
（
水
）
午

前
９
時
か
ら
北
公
民
館
へ

●
簡
単
に
作
れ
る
タ
イ
料
理
教
室

期
日

８
月
29
日
（
土
）

時
間

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

北
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー
・
ニ
ン

ジ
ン
の
ソ
ム
タ
ム
・
コ
コ
ナ
ッ
ツ

ミ
ル
ク
の
デ
ザ
ー
ト
を
作
り
ま
す

講
師

丸
橋
三
知
代
さ
ん

参
加
料

１
２
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み

８
月
11
日
（
火
）
午

前
９
時
か
ら
北
公
民
館
へ

●
わ
く
わ
く
お
も
し
ろ
工
作
教
室

期
日

８
月
22
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分会
場

北
公
民
館

対
象

５
歳
か
ら
中
学
１
年
生
ま

で※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

割
り
ば
し
な
ど
を
使
っ
て
、

重
り
の
働
き
で
動
く
お
も
ち
ゃ
を

作
り
ま
す

講
師

清せ
い

野の

秀
夫
さ
ん

参
加
料

２
８
０
円

申
し
込
み

８
月
10
日
（
月
）
午

前
９
時
か
ら
北
公
民
館
へ

●
高
齢
者
の
た
め
の
料
理
教
室

期
日

８
月
17
日
（
月
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

南
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
の
60
歳
以
上

定
員

20
人
（
先
着
順
）

講
師

高
橋
紀
代
子
さ
ん

参
加
料

５
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み

８
月
８
日
（
土
）
午

前
９
時
か
ら
参
加
料
を
添
え
て
南

公
民
館
へ

公
民
館

名
和
公
民
館
（
蕁

（32）
0
0
3
4
）

あ
ず
ま
公
民
館
（
蕁

（62）
0
1
1
5
）

北
公
民
館
（
蕁

（25）
4
5
4
7
）

南
公
民
館
（
蕁

（26）
8
3
3
3
）

8/13 蘆 14 蘆 15 蘆 16 蘆 17
8/13 蘆 14 蘆 15 蘆 16 蘆 17
8/18 蘆 19 蘆 20 蘆 21
8/22 蘆 23 蘆 24 蘆 25 蘆 26

◆第33回群馬テレビ杯争奪戦（ナイター開催） 

◆【場外発売】飯塚市営第4回2節（飯塚） 

◆【場外発売】川口市営第6回1節（川口） 

◆【場外発売】ＧⅠ第52回ダイヤモンドレース（飯塚・ナイター開催） 

売上金は機械工業の振興・社会福祉の 
増進などに広く役立てられています 

・

消費者行政講座 
生活習慣病の予防と対応策 
消費者行政講座 
生活習慣病の予防と対応策 
期日　8月20日（木）

時間 午後1時30分～3時

会場 あずま支所2階大会議室

対象 市内に在住の人

定員 60人（先着順）

講師 広瀬規代美さん

（県民健康科学大学看護学部講師）

参加料 無料

申し込み 当日直接会場へ

問い合わせ 市消費生活センター（蕁20－7300）



で
に
電
話
で
障
害
福
祉
課
（
内
線

５
２
５
３
）
へ

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟋
北
小
学
校
平
成
20
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ

か
ら
同
校
へ
鼓
笛
隊
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
60
組

蟋
境
島
小
学
校
平
成
20
年
度
卒
業

生
か
ら
同
校
へ
木
札
14
個

蟋
殖
蓮
第
二
小
学
校
平
成
20
年
度

卒
業
生
か
ら
同
校
へ
ソ
ー
ラ
ー
電

波
時
計
１
台
・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

１
台

蟋
第
三
中
学
校
平
成
20
年
度
卒
業

生
保
護
者
か
ら
同
校
へ
電
波
時
計

10
台

蟋
宮
郷
中
学
校
平
成
20
年
度
卒
業

生
か
ら
同
校
へ
合
唱
用
雛ひ

な

壇だ
ん

１
式

蟋
山
崎
金
属
産
業
（株）
物
流
部
群
馬

セ
ン
タ
ー
か
ら
あ
ず
ま
小
学
校
・

あ
ず
ま
北
小
学
校
へ
黄
色
い
帽
子

１
７
１
個

蟋
赤
堀
東
小
学
校
平
成
20
年
度
卒

業
生
か
ら
同
校
へ
掲
示
板
３
枚

蟋
三
郷
小
学
校
平
成
20
年
度
卒
業
生

か
ら
同
校
へ
屋
外
用
ス
ピ
ー
カ
ー

１
台

蟋
長
谷
川
安
夫
さ
ん
（
馬
見
塚
町
）

か
ら
豊
受
小
学
校
へ
図
書
購
入
費

と
し
て
10
万
円

ン
語
の
基
礎
を
学
び
ま
す

参
加
料

無
料

申
し
込
み

８
月
10
日
（
月
）
か

ら
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ

発
達
が
ゆ
っ
く
り
、
落
ち
着
き

が
な
い
な
ど
、
乳
幼
児
の
発
達
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
・
会
場

●
８
月
17
日
（
月
）
＝
あ
ず
ま
保

健
セ
ン
タ
ー

●
８
月
19
日
（
水
）
＝
境
保
健
セ

ン
タ
ー

時
間

午
前
９
時
〜
11
時
　

申
し
込
み

電
話
で
あ
ず
ま
保
健

セ
ン
タ
ー
（
蕁
（62）
９
９
１
８
）
・

境
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（74）
１
３
６

３
）
へ

身
体
障
害
者
の
補
装
具
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日

９
月
２
日
（
水
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

申
し
込
み

８
月
21
日
（
金
）
ま

期
日

９
月
10
日
・
10
月
８
日
・

11
月
12
日
・
12
月
10
日
の
木
曜
日

（
全
４
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分※
10
月
８
日
・
11
月
12
日
は
午
後

４
時
30
分
ま
で

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

定
員

16
人
（
抽
選
）

内
容

英
国
式
の
お
い
し
い
紅
茶

の
入
れ
方
・
紅
茶
を
楽
し
む
お
菓

子
作
り
な
ど

講
師

高
橋
美
枝
子
さ
ん

参
加
料

２
０
０
０
円

※
材
料
費
が
別
途
必
要
で
す

申
し
込
み

８
月
８
日
（
土
）
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

に
電
話
で
市
民
プ
ラ
ザ
へ

日
ご
ろ
学
習
し
た
情
報
処
理
の

知
識
・
技
術
を
基
に
、
生
徒
が
講

師
と
な
っ
て
講
座
を
行
い
ま
す
。

期
日

８
月
18
日
（
火
）
・
19
日

（
水
）

時
間

午
後
１
時
〜
５
時

会
場

県
立
伊
勢
崎
商
業
高
等
学

校
（
波
志
江
町
）

タ
オ
ル
・
弁
当
・
飲
み
物

※
水
着
を
着
て
参
加
し
て
く
だ
さ

い問
い
合
わ
せ

吉
江
富
雄
さ
ん（

０
９
０
―
４
７
３
２
―
５
９
９
８
）

期
日

９
月
５
日
か
ら
10
月
17
日

ま
で
の
土
曜
日
（
全
７
回
）

時
間

午
後
６
時
〜
７
時
30
分

※
９
月
５
日
は
午
後
５
時
集
合

会
場

絣
の
郷
（
市
民
交
流
館
）

対
象

小
・
中
・
高
校
生

定
員

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み

伊
勢
崎
和
太
鼓
の
半

田
孝
さ
ん
（
蕁
（32）
７
７
７
１
）
へ

定
員

20
組
（
先
着
順
）

講
師

長
谷
川
良
子
さ
ん

参
加
料

無
料

申
し
込
み

８
月
10
日
（
月
）
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
清
掃
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

期
日

８
月
８
日
（
土
）

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

会
場

赤
堀
せ
せ
ら
ぎ
公
園

対
象

小
学
４
年
生
以
上

内
容
　
粕
川
の
水
生
昆
虫
を
観
察

し
ま
す

講
師
　
土
屋
清
喜
さ
ん

参
加
料

無
料

用
意
す
る
物

筆
記
用
具
・
帽
子

で
に
電
話
で
ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
へ

※
就
学
前
の
子
ど
も
の
託
児
を
利

用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

親
子
で
工
作
や
料
理
を
し
な
が

ら
交
流
を
広
げ
ま
す
。

期
日
・
内
容

●
８
月
12
日
（
水
）
＝
小
物
入
れ

作
り

●
８
月
20
日
（
木
）
＝
カ
ッ
プ
ケ
ー

キ
作
り

時
間

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

会
場

樫
の
木
第
２
事
業
所
（
八

坂
町
）

対
象

障
害
児
と
そ
の
親

定
員

各
10
組
程
度
（
先
着
順
）

参
加
料

各
１
０
０
円
（
材
料
費
）

申
し
込
み

各
期
日
の
前
日
ま
で

に
電
話
で
樫
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

期
日

８
月
17
日
（
月
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

21対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
親

子

障
害
者
（
児
）
を
持
つ
家
族
が

集
い
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や
喜
び
に

つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。

期
日

８
月
20
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

樫
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

期
日

９
月
12
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
（
前
橋
市
）

対
象

小
学
校
６
年
生
ま
で
の
子

ど
も
を
育
て
て
い
る
父
親

定
員

80
人
（
抽
選
）

内
容

父
親
の
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
や
家
庭
で
の
役
割
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
す

講
師

安
藤
哲
也
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ

ン
代
表
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み

８
月
29
日
（
土
）
ま

・

・・

市
民
の
善
意

講
座

川
遊
び
か
ら
自
然
を
学
ぼ
う

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
４
４
３
）

お
し
ゃ
べ
り
会

障
害
福
祉
課
（
内
線
５
２
５
１
）

ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

障
害
福
祉
課
（
内
線
５
２
５
１
）

和
太
鼓
体
験
教
室

市
民
活
動
課
（
蕁
（21）
６
７
１
２
）

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

海
と
山
の
物
を
使
っ
た

額
縁
作
り
教
室

県
立
伊
勢
崎
商
業
高
等
学
校

（
蕁
（25）
４
５
５
１
）

地
域
市
民
開
放
講
座

パ
ソ
コ
ン
教
室

市
民
プ
ラ
ザ
（
蕁
（32）
９
４
８
８
）

紅
茶
で
も
て
な
す

マ
ナ
ー
の
基
本
講
座

障
害
福
祉
課
（
内
線
５
２
５
３
）

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
巡
回
相
談

父
親
の
子
育
て
支
援
講
演
会

ぐ
ん
ま
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
０
２
７
―
２
２
４
―
２
２
１
１
）

対
象

市
内
に
在
住
の
中
学
生
以
上

定
員

40
人
（
先
着
順
）

内
容

表
計
算
・
は
が
き
作
成
・

写
真
の
画
像
処
理
な
ど

参
加
料

１
１
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
住
所

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

パ
ソ
コ
ン
の
使
用
頻
度
（
毎
日
・

週
１
回
程
度
・
月
１
回
程
度
・
ほ

と
ん
ど
使
用
し
た
こ
と
が
な
い
）

を
記
入
し
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

※
返
信
先
の
住
所
・
氏
名
・
郵
便

番
号
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先

〒
３
７
２
―
０
０
０
１

波
志
江
町
１
１
１
６
　
県
立
伊
勢

崎
商
業
高
等
学
校
「
地
域
市
民
開

放
講
座
」
係

締
切
日

８
月
10
日
（
月
）

※
当
日
消
印
有
効

期
日

●
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
＝
９
月
３
日
か

ら
12
月
10
日
ま
で
の
木
曜
日
（
全

15
回
）

●
ス
ペ
イ
ン
語
＝
９
月
４
日
か
ら

12
月
11
日
ま
で
の
金
曜
日
（
全
15

回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

広
瀬
生
涯
学
習
館

定
員

各
15
人
（
先
着
順
）

内
容

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ

13

ISESAKI INFORMATION

12

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
４
４
３
）

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ス
ペ
イ
ン
語

外
国
語
講
座

問
い
合
わ
せ
は
各
会
場

お
ひ
さ
ま
発
達
相
談

（
乳
幼
児
発
達
相
談
）

相
談

25－4478　http://www8.wind.ne.jp/kezouji/

期日 8月8日（土）・9日（日）・13日（木）・14日
（金）・15日（土）・16日（日）
時間 正午・午後1時・2時・3時の4回
会場 華蔵寺公園遊園地
内容 スノーマシン（降雪機）で園内に雪を降らせます
入場料 無料
※天候により順延することがあります

時間 午後1時30分～3時30分
会場 ふくしプラザ　
対象 市内に在住で、家族介護をしている人・介護に関心のある人
内容 上手に介護をする方法を学びます
講師 松井俊雄さん（市養護老人ホーム園長）
参加料 無料
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 地域包括支援センター（蕁62－9900）

家族介護支援講演会 水 戦没者・原爆死没者に
慰霊の黙とうを

8月15日（土）は、戦没者を追悼し平和を祈念
する日です。戦争で亡くなった人の冥福と恒久平
和を願い、正午に1分間の黙とうを捧げましょう。
また、原爆が広島市に投下された8月6日（木）

の午前8時15分、長崎市に投下された8月9日
（日）の午前11時2分にも、黙とうを捧げましょう。
問い合わせ 社会福祉課（内線5226）
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東京福祉大学　社会福祉学部　3年 

牛込千安希さん 
うし ごめ ち あ き 

と
に
か
く
踊
る
こ
と
が
大
好
き
だ
と
い

う
牛
込
千
安
希
さ
ん
。
バ
レ
エ
を
習
い
始

め
た
幼
稚
園
の
こ
ろ
か
ら
踊
る
こ
と
に
目

覚
め
、
中
学
・
高
校
で
は
ダ
ン
ス
部
に
在

籍
。
現
在
は
、
東
京
福
祉
大
学
の
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
「T

H
E
6

L
L

（
ザ
・
シ
ッ

ク
ス
ス
タ
イ
ル
）」
で
活
動
し
て
い
る
。

屈
託
の
な
い
笑
顔
に
、
小
さ
な
体
。
か

わ
い
ら
し
い
雰
囲
気
だ
が
、
ひ
と
た
び
踊

り
始
め
る
と
一
変
す
る
。
流
れ
る
よ
う
な

動
き
に
、
ビ
シ
ッ
と
止
め
が
入
る
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
ダ
ン
ス
が
、
彼
女
を
強
く
大
き

く
見
せ
て
く
れ
る
。

「
自
分
が
感
じ
る
ま
ま
に
、
音
を
体
で
表

現
す
る
ん
で
す
。
ダ
ン
ス
を
し
て
い
る
と

き
は
、
何
も
考
え
ず
に
楽
し
め
ま
す
。
ダ

ン
ス
は
生
活
の
一
部
で
す
」

買
い
物
に
行
っ
た
店
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
合

わ
せ
て
自
然
と
体
が
動
い
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
と
い
う
。

彼
女
は
、
サ
ー
ク
ル
の
代
表
と
し
て
メ

ン
バ
ー
を
ま
と
め
て
い
る
傍
ら
、
県
内
の

９
大
学
が
加
盟
す
る
ダ
ン
ス
連
盟
の
本
部

に
所
属
し
、
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な

ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
群
馬
の
ダ
ン
ス
シ
ー
ン
を
も
っ
と
盛
り

上
げ
た
い
ん
で
す
。
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な

い
ダ
ン
ス
の
魅
力
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、「
や
り
た
い
」

と
思
う
こ
と
に
は
、
全
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
る
。
ダ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
大
学
で
は
、「
将

来
は
子
ど
も
に
か
か
わ
る
仕
事
に
就
き
た

い
」
と
、
保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
な
ど
の

資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
。

自分の可能性を信じ
感じるままに全力でチャレンジ

ダ
ン
ス
は
生
活
の
一
部

多
く
の
可
能
性
は
自
分
自
身
の
中
に
あ
る

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
は
、
幼
児

か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
な
ら
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
環
境
活
動
ク

ラ
ブ
で
す
。
２
人
以
上
の
仲
間
と
、

活
動
を
支
え
る
大
人
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）

が
集
ま
れ
ば
、
す
ぐ
に
こ
ど
も
エ

コ
ク
ラ
ブ
と
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
す
る
と
、
メ
ン
バ
ー
ズ
バ

ッ
ジ
や
活
動
を
記
録
す
る
ノ
ー
ト
、

環
境
活
動
・
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

れ
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
自
然

観
察
や
環
境
調
査
、
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
な
ど
、
地
域
の
中
で
身
近
に

で
き
る
環
境
活
動
に
自
由
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ

間
の
交
流
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。あ

な
た
も
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ

て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
（
蕁

（20）
３
４
５
７
）

がい　 こく　 じん　 そう　 だん　 まど　 ぐち 
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��� ������ �����
�� ��	�：Depto de Assuntos Int 
ernacionais (ramal 5432) 
���� � �������　Segunda e quarta feira as　13:30～16:30 
●������� ���
��  �!�	 �� (蕁62-9794) 
���� � �������　1a e 3a Ter  a feira do mes, 13:30～16:30 
●�"�!� ���
��  �!�	 �� (蕁62-9908) 
���� � �������　2a e 4a Quinta feira do mes, 13:30～16:30 
●����� ���
��  �!�	 �� (蕁74-0237) 
���� � �������　1a e 3a Sexta feira do mes, 13:30～16:30 
　※exceto nos feriados
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�������
� 
	�	 �� ��
�	�������
【ポルトガル語】 

●市役所東館2階相談室2＝国際課（内線5432） 
日時　月・水曜日　午後1時30分～4時30分 
●赤堀支所住民課（蕁62－9794） 
日時　第1・3火曜日　午後1時30分～4時30分 
●あずま支所住民課（蕁62－9908） 
日時　第2・4木曜日　午後1時30分～4時30分 
●境支所住民課（蕁74－0237） 
日時　第1・3金曜日　午後1時30分～4時30分 
　※いずれも祝日は除きます 

′ 

′ 

′ 

′ 
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　　 し  やくしょひがしかん　かいそうだんしつ　　　　こくさい　か　　  ないせん 

にち  じ　　　げつ　　 すいよう  び　　　ご   ご　　　じ　　　  ぷん　　　　 じ　　　  ぷん 

　　あか ぼり し  しょじゅうみん か 

にち  じ　　  だい　　　　　　か よう  び　　　 ご　ご　　　じ　　　　ぷん　　　　じ　　　　ぷん 

　　　　　　　　　し  しょじゅうみん か 

にち  じ　　  だい　　　　　 もく よう  び　　　 ご　ご　　　じ　　　　ぷん　　　　じ　　　　ぷん 

　  さかいし  しょじゅうみん か 

にち  じ　　  だい　　　　　 きん よう  び　　　 ご　ご　　　じ　　　　ぷん　　　　じ　　　　ぷん 

　　　　　　　　　　　　 しゅくじつ　　 のぞ 

ご 

　広島・長崎に原子爆弾が投下され、本年で64回目の夏を迎え
ます。今、国内外で核兵器廃絶と平和への願いの運動が繰り広げ
られています。 
　平和を愛する世界各国の人たちとともに、真の恒久平和の実現
に向けて、平和の推進の輪を広げましょう。 
　※本市では、永遠の世界平和への願いを込めたうちわを作成し
　ました。うちわは、市役所・各支所・各公民館にあります（数
　には限りがあります） 
問い合わせ　行政課（内線2323） 

平和のうちわ 

たけざわ　ゆい 
愛武館所属。祖父が道場の館
長を務め、剣道七段の父を持
つ彼女は、幼いころから剣道に
親しんでいた。5歳から剣道を
始め、中学3年生の現在も続け
ている。 

親
子
三
代
剣
道
一
家
の
 

竹
沢
由
衣
さ
ん
 

約
束
を
胸
に
 

剣
の
道
を
進
む
 

そ
ん
な
竹
沢
さ
ん
の
気
持
ち
を

落
ち
着
か
せ
て
く
れ
た
の
は
、
今

は
亡
き
、
母
方
の
祖
母
と
交
わ
し

た
約
束
で
し
た
。

「
病
気
で
倒
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
話

す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
私
の
手
の
ひ
ら
に
一

文
字
ず
つ
、「
剣
道
頑
張
っ
て
」

っ
て
、
指
で
書
い
て
く
れ
た
ん
で

す
。
そ
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
と
き
、

剣
道
に
対
す
る
嫌
な
気
持
ち
が
吹

っ
切
れ
ま
し
た
」

今
は
、
昔
の
よ
う
に
ま
た
剣
道

が
大
好
き
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。

剣
道
を
愛
し
、
家
族
を
愛
す
る

竹
沢
さ
ん
は
、
今
日
も
一
生
懸
命
、

稽け
い

古こ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

竹
沢
さ
ん
は
、
７
月
の
全
日
本

小
中
学
生
女
子
個
人
選
抜
剣
道
大

会
の
県
予
選
で
準
優
勝
し
、
10
月

に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場

を
決
め
ま
し
た
。「
こ
の
夏
の
全
中

（
全
国
中
学
校
剣
道
大
会
）
へ
の

出
場
も
目
標
の
一
つ
で
す
」
と
、

力
強
く
語
り
ま
す
。

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
全
国
を
舞

台
に
活
躍
し
て
き
た
竹
沢
さ
ん
。

し
か
し
、
中
学
２
年
生
に
な
る

と
、
な
か
な
か
試
合
で
勝
て
な
く

な
り
ま
し
た
。
け
が
を
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、「
大
好
き
だ
っ
た
剣

道
が
嫌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

い
う
ほ
ど
、
思
い
詰
め
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。

☆
’

元国立遺伝学研究所長として知られる本市の名誉市

民、田島弥太郎氏が7月20日に死去されました。95歳。

田島氏は、九州帝国大学農学部で遺伝学を専攻。同大

学院特別研究生、蚕糸科学研究所小平支部長、国立遺伝

学研究所長を務められました。この間、多くの蚕品種を

育成、蚕を使った遺伝学とその関連分野の研究を一貫し

て続け、遺伝学研究に尽力されました。

研究の功績として、日本蚕糸学賞、日本農学賞、日本

学士院賞などの受賞を重ね、昭和60年に、勲二等瑞宝

章を受章しました。
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